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国道２０号寿町立体横断施設改良工事で 

「見積活用方式」「間接工事費実績変更方式」を試行

昨今、工事発注において予定価格超過や入札参加者がいないことなどを理

由として、入札のとりやめや不調が予想される工事について不調・不落対策

を試行しております。 

今回発注する「国道２０号寿町立体横断施設改良工事」は、一般国道２０

号府中市寿町二丁目地先において、安全性と利便性の向上を目的とした既設

歩道橋の架け替えを行うものです。標準的な積算と当該現場の見積り（実勢

価格）に乖離が生じることが予想されることから、以下の試行を行います。 

①「見積活用方式」 

 本工事は、入札参加者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証の

上、予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。 

見積を求める工種は、直接工事費の「工場製品輸送工」「歩道橋本体工」

「橋梁付属設備工」「舗装工」「排水構造物工」「縁石工」「防護柵工」「構造

物撤去工」「除草工」「伐木工」「仮設工」及び共通仮設費の「運搬費」に係

るものし、予定価格作成のための参考とします。 

②「間接工事費実績変更方式」 

本工事は、運搬費・安全費・営繕費において標準的な積算と実勢価格に乖

離が予想されるため、その妥当性を確認の上、実績により共通仮設費（率分）

を変更する「間接工事費実績変更方式」を試行します。 
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《見積活用方式・間接工事費実績変更方式の工事概要》 

（１）工事名 ：国道２０号寿町立体横断施設改良工事 

（２）工事場所：東京都府中市寿町二丁目地先 

（３）工  期：契約締結の翌日から平成３０年１２月２８日までとする。（予定） 

（４）入札方式：一般競争入札 総合評価方式（施工能力評価型Ⅱ型） 

（５）工事種別：鋼橋上部工事 

（６）工事内容（概要） 

 工場製作工 27.4ｔ、工場製品輸送工 29.3ｔ、歩道橋本体工 27.9ｔ、 

橋梁付属設備工 １式、舗装工 286ｍ2、排水構造物工 １式、 

防護柵工 31ｍ、構造物撤去工 １式、除草工 200ｍ2、伐木工 9ｍ2、 

仮設工 １式 

（７）見積の提出を求める工種「見積活用方式」 

 ・直接工事費のうち、工場製品輸送工、歩道橋本体工、橋梁付属物設備工、舗装工、排

水構造物工、縁石工、防護柵工、構造物撤去工、除草工、伐木工、仮設工に係るもの 

 ・共通仮設費のうち、運搬費に係るもの 

（８）見積の提出を求める理由 

  本工事は、自動車交通量及び歩行者の通行が多い都市部の区間で供用中の道路におい

て交通規制を行いながら狭小な施工ヤードで行う工事です。施工にあたっては、交通規

制に伴う車道・歩道利用者への影響をできるだけ軽減しながらの施工が必要であり、ま

た狭小ヤードでの施工となることから作業効率の低下が懸念されます。 

  以上の点より、標準的な積算と実勢価格に乖離が生じることが考えられるため「見積

活用方式」を試行します。 

（９）実績により変更を行う工種「間接工事費実績変更方式」 

 ・共通仮設費（率分）のうち、運搬費、安全費、営繕費 

（１０）実績により変更を行う理由 

  本工事は自動車や歩行者等の交通量が多い都市部の区間で供用中の道路において交通

規制を行いながら、狭小な施工ヤードで行う歩道橋架設工事であることから、作業効率

の低下が懸念されます。また、資材置き場等の確保が困難であり、資機材運搬等につい

て、資材置き場と現場の往復が日々発生します。 

以上の点から、運搬費、安全費、営繕費において、標準的な積算と実勢価格に乖離が

生じることが予想されるため、その妥当性を確認の上、実績により共通仮設費（率分）

を変更する「間接工事費実績変更方式」を試行します。 

（１１）スケジュール 

 ○入札公告：平成３０年 ３月２７日 

 ○入札日 ：平成３０年 ５月１６日 
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